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〈連載 矢野荘－「中世あいおい」へのいざない－４〉矢野荘の変遷
矢野荘は 1137 年（保延３）に立荘されましたが、以降複雑に変遷しダイナミックな歴

史が展開しました。

領域構成の変遷について簡単に示すと、以下のようになります。

◇ 1167年（仁安２） 別 名と例 名に分割。別名は美福門院（鳥羽上皇の皇后）御願寺の歓喜光院
にんあん べつみよう れいみよう びふくもんいん ご が ん じ かんぎこういん

領に（註１）。

◇ 1221年（承久３） 海老名氏（関東御家人）、例名地頭に？
え び な

◇ 1251年（建長３） 例名の那波浦・佐方浦は別納に（浦分）。
うらぶん

◇ 1299 年（正 安元） 例名が下地中分され（註２）、西方（領家方（預所藤原氏））と東方（地頭
しようあん したじちゆうぶん にしかた りようけ

方（地頭海老名氏））に分割。

◇ 1300年（正安２） 亀山上皇、別名を南禅寺に寄進。

◇ 1309年（延 慶２） 後宇多上皇、藤原氏の預 所 職没収（註３）。
えんきよう ご う だ あずかりどころしき

◇ 1313年（正和２） 後宇多上皇、例名を東寺に寄進。
しようわ と う じ

◇ 1317年（文保元） 浦分・重 藤 名は惣 荘に付して改めて東寺に寄進。
ぶんぽう しげふじみよう そうしよう

重藤名と浦分をめぐっては、東寺と在地領主（寺田氏・海老名氏等）の衝突が繰り返さ

れ、重藤名が東寺領化された一方で、浦分については浦分地頭海老名氏の勢いが強く、室

町中期までに東寺はその支配を断念したとみられています。

また、東寺による年貢徴収体制下において、領家方は「公田方」（惣荘）と「重藤方」

（重藤名）に分けて把握されました。「公田方」は百姓名を中心に構成され、「重藤方」

は重藤名を中心に構成されました。両者は一円的な領域ではなく、おおむね散在的に分布

していたようですが、使用する桝が異なるなど独自の特徴を有していました（赤松 2015）。
ます
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矢野荘の領域構成変遷概念図（赤松2015）

矢野荘が東寺に寄進されてから、「東寺文書」が多く作成されました。またそれ以前の

文書も伝存するため、その豊富な史料をもとに戦前から現在に至るまで矢野荘に関する膨

大な研究が蓄積されてきました。



（註１）御願寺とは、天皇・上皇・皇后

・親王等を檀 越とする皇族の寺院で、
だんおつ

祈願所・菩提所として設営された。主

に９世紀から盛行した。

歓喜光院は、京都市左京区丘崎にあ

った。

（註２）下地中分とは、荘園の年貢・公

事などをめぐる本所（荘園領主）と地

頭との相論を解決するために、下地（生

産の場としての土地）を分割すること。

（註３）預所とは、本所・領家など荘園

領主の代官のこと。

藤原氏が相伝した所 職（経済的権益権をもった地位
しよしき

・役職）として、文書上で表現されるのは

預所職であるが、藤原氏自身や在地で

は藤原氏を領家と呼んでいた。

矢野荘における領域構成（赤松2015一部改変）
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学芸員自己紹介

岩見 美佳 1998年（平成 10）生まれ
い わ み み か

姫路市出身で、大学では西播磨の古墳時代を中心に研究していました。まだ

まだ勉強中ですが、文化財の保護・保存、そして相生市に愛着をもっていただ

けるよう歴史と魅力を伝えていくことができたらと思っています。よろしくお

願いいたします。


